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西
部
地
域
の
生
活
環
境

問
　
こ
れ
ま
で
土
沢
地
域
で
は

神
奈
川
大
学
や
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど

の
誘
致
や
整
備
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ

や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
農
業
体
験
な

ど
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
た

事
業
が
展
開
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
地
域

が
主
体
と
な
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
の
で
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
設
立
に
向
け
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
神
奈
川
大
学
が
移
転
を
計

画
し
て
い
る
が
、
土
沢
地
域
に

お
け
る
今
後
の
交
通
手
段
確
保

の
考
え
方
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
既
存
の

バ
ス
の
維
持
確
保
に
つ
い
て
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
し
、
路
線

バ
ス
以
外
の
地
域
内
移
動
手
段

の
確
保
策
に
つ
い
て
も
、
地
域

や
交
通
事
業
者
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

問
　
神
奈
川
大
学
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
大
学
と
地
域
と
の

協
議
の
場
を
本
市
が
主
体
と
な

り
つ
く
る
こ
と
は
検
討
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
や
大

学
、
本
市
の
間
で
設
置
す
る
時

期
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
る
。
土
屋
地
区
の
自

治
会
連
絡
協
議
会
会
長
に
協
議

の
場
の
設
置
に
つ
い
て
了
解
を

得
て
い
る
の
で
、
現
在
検
討
を

進
め
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策

問
　
人
家
の
庭
や
公
道
に
野
生

の
鳥
獣
が
出
没
す
る
な
ど
、
市

民
へ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い

る
。
本
市
が
取
り
組
む
捕
獲
体

制
の
強
化
と
具
体
的
な
被
害
対

策
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
集
落
環
境
整

備
、
防
護
対
策
及
び
捕
獲
を
、

地
域
と
一
体
で
総
合
的
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。
捕
獲
で

は
、
市
民
の
要
請
に
積
極
的
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
侵
入
防

止
柵
設
置
後
の
鳥
獣
の
動
き
を

予
想
し
た
わ
な
の
新
設
や
わ
な

の
巡
回
強
化
、
エ
サ
の
工
夫
な

ど
、
捕
獲
体
制
の
強
化
に
努
め

て
い
る
。
引
き
続
き
県
や
Ｊ

Ａ
、
農
業
者
、
地
域
住
民
と
連

携
し
て
い
く
。

農
福
連
携
事
業
の
実
践

問
　
本
市
も
農
業
と
福
祉
の
連

携
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
実
証
実
験
か
ら
実
施
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、

連
携
や
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
課

題
が
多
く
、
実
用
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
感
じ
る
。
経
過
と
現

状
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
農
家
か
ら
の

相
談
や
登
録
を
受
け
付
け
る
窓

口
を
農
水
産
課
に
設
置
し
、
福

祉
事
業
所
か
ら
の
相
談
や
登
録

を
受
け
付
け
る
窓
口
を
障
が
い

福
祉
課
に
設
置
し
た
。
登
録
情

報
を
両
課
が
共
有
し
、
実
施
に

向
け
た
調
整
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
が
、
現
在
ま
で
登
録
は
な

い
。
一
方
で
、
農
家
独
自
で
農

福
連
携
に
取
り
組
む
事
例
や
、

地
域
農
家
と
連
携
し
た
就
労
継

続
支
援
事
業
所
の
設
立
を
目
指

す
相
談
も
あ
り
、
民
間
で
の
取

り
組
み
も
促
進
し
て
い
く
。

問
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
教
育
委

員
会
で
は
、
授
業
づ
く
り
推
進

員
に
よ
る
公
開
授
業
や
要
請
訪

問
、
中
学
校
計
画
訪
問
、
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
研
修
な
ど
を
実
施
し

授
業
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

問
　
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
に

関
す
る
項
目
も
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
か
ら
ど
の
よ
う

な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　「
自
分

に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
。」
と
い
う
項
目
に
対
し
て

肯
定
的
な
回
答
を
し
た
児
童
・

生
徒
の
割
合
は
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
の
中
で
一
番
高
い
数
値
を

示
し
て
い
る
。

問
　
生
徒
に
自
信
が
付
い
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
。
教
員
に
よ

る
分
か
り
や
す
い
授
業
へ
の
取

り
組
み
や
授
業
づ
く
り
の
成
果

で
あ
る
と
捉
え
て
よ
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
学
習
や

学
校
生
活
で
自
分
の
行
っ
て
い

る
こ
と
を
認
め
て
も
ら
え
る
こ

と
で
自
信
に
つ
な
が
り
、
授
業

で
も
取
り
組
み
が
意
欲
的
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
効

果
が
出
て
い
る
と
考
え
る
。

問
　「
１
日
当
た
り
の
勉
強
時

間
が
30
分
未
満
。」
の
項
目
は

全
国
と
比
べ
て
数
値
が
高
い
。

自
分
で
計
画
を
立
て
て
家
で
勉

強
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
課

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
授
業
以

外
の
場
面
で
自
ら
学
習
す
る
こ

と
は
学
力
向
上
に
大
切
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
、
学
習
の
方
法

を
丁
寧
に
教
え
て
い
く
。

問
　
中
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら

部
活
動
の
方
針
が
で
き
て
時
間

的
余
裕
も
生
ま
れ
る
と
思
う
。

家
庭
学
習
の
位
置
付
け
は
大
き

い
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
勉
強
を

計
画
的
、
自
主
的
に
行
う
に

は
、
子
供
た
ち
が
自
分
の
学
習

状
況
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ

と
、
ま
た
計
画
し
て
学
習
を
進

め
る
た
め
の
手
立
て
を
知
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
学
校
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
も
そ
の
部

分
を
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
資
源
の
活
性
化
と
活
用
に
つ

い
て

坂
間 

正
昭 

議
員

学
力
向
上
に
む
け
て諸

伏 

清
児 

議
員

　本会議の質問と答弁の様子は、
インターネットで生中継と録画中
継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知り
たい方は市議会ホームページから
アクセスしてください。議員、会
派、ことばなどを検索して映像を
選べます。
　録画中継は発言日のおおむね１
週間後から、会議録をホームペー
ジに掲載するまでの間、ご覧いた
だけます。

インターネット中継

家庭学習は大切に

一般会計・特別会計決算
○総務費　障がい者ワークステー
ション事業
　「夢のタネ」のスタッフを増
員し、スペースも広げた。平成29
年度の取り組みを伺う。
　文書の集配やデータ入力など
の庁内業務の依頼を受けて、ス
タッフのビジネスマナーと能力の
向上に努めた。また、就労支援と
して就労を前提とした実習やテク
ノフェアでのＰＲなどを行った。
○衛生費　母子保健事業
　29年４月に子育て世代包括支
援センターを開設したが、どのよ
うな相談があったか。また、どの
ような課題が見えてきたか。

　未婚や若年で妊娠した人、生
活困窮者、支援者がいない人、不
安感が強い人などからの相談が多
くあった。産後ケアや家事支援
サービスなどの受け皿が少ないこ
とが課題であると感じた。
○労働費　就労支援事業
　市内大学生に市内企業への関
心を高めてもらうために、どのよ
うな取り組みをしたか。
　28年度に東海大学で行った就
職応援講座を、29年度に神奈川大
学でも開催した。また、神奈川大
学を会場に東海大学の学生を含め
て参加者を募集し、市内企業との
交流会を開催した。７社が参加し
て、学生と意見交換が行われた。

○土木費　公園整備事業
　龍城ケ丘ゾーンの公園整備に
ついて事業者に意見、提案を求め
るマーケットサウンディングを実
施した。その結果を住民へ説明し
た際、どのような意見が出たか。
　違法駐車などの問題があるた
め早期に施設を整備してほしいと
いう声があった。一方で、にぎや
かすぎる環境になることや、自然
や海の景観が壊されることが心配
であるとの声があった。
○教育費　子ども自立生活支援セ
ンター内分校運営事業
　29年度、センター内に金目
小・中学校の分校を開校した。１
年間運営して出た課題を伺う。
　子供たちは感情をコントロー
ルできないところもあり、トラブ
ルが起こってしまったり、教職員
が複数人で対応しなければならな
かったりする。また、養護教諭が
配置されていない状況である。

平塚市病院事業決算
　患者が負担する医療費の未収

金が29年度で約２千万円減少し
た。どのような対策をしたのか。
　未収金の回収に当たる専任の

担当者を配置した。また、入院時
には高額療養費の制度をきめ細か
く説明するなどして、負担が少な
くなるよう相談を行っている。
下水道事業決算
　下水道の管路は耐用年数の50

年を超えるものがある。老朽化に
どのように対応しているのか。
　下水道台帳などから老朽度を

推測し、老朽化が起因となって発
生する損害リスクを考慮して点検
調査の優先順位を付けている。カ
メラなどによる管路内調査を実施
して老朽化を把握しているが、管
路によって健全度が異なるため、
耐用年数を超えても長く使える管
とそうでない管を見極めて長寿命
化計画を策定し対策をしている。

　９月定例会で継続審査とした29年度決算の認定などに関する議案に
ついて、９月26日と27日に開催した決算特別委員会で審査し、４案件
は全て認定、可決すべきものと決定しました。主な質疑を紹介します。

決算特別委員会の審査概要

清 風 クラブ
所 属 議 員

黒部 栄三 議員

須藤 量久 議員

片倉 章博 議員

数田 俊樹 議員


